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1)  は[ でC ‐級であり、 が ( で存在するとき、 は 、 、．．．などを用いて

どの様に表すことが出来るか示せ。 
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テイラーの定理より 
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2) について、( 21)( xxf += ) 0=x  を中心として  を剰余項が 1、2 及び 3 次となるまでテイラー展開せよ。 )(xf
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n = 3 の時、 3
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3)  を剰余項が n 次となるまでマクローリン展開せよ。但しαはゼロ及び自然数を除く任意の実数とする。 
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（もしα が自然数ならば、 α>n なる n に対する高階の導関数はすべてゼロとなる。） 
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